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A double blind test has been carried out in order to estimat巴 theeffect of "Circane-
tten "" for the treatment of anal piles. 
Ingredients of Circanetten＇草 andthe Pracebo (control) are as folo¥・s. 
Paraphlebon 
Pottasium ditartrate 













Precipitated sulfur 15mg 15mg 
One hundred and thirty three patients in six hospitals were divided into two groups 
at random, and administered orally either Circanetten 1< or Pracebo in a daily dosis of six 
tablets for a period of seven days. 
Evaluation was done on the effects of improvement of the piles, hemostatt and release 
from pain. 
In 48 cases out of 60 which were administered CircanettenR were found to bo effective, 
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初 発 s. 年 月 日 有 無
今回の発症 s. 年 月 日 効＇~l ・
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効果る 浮腫・腫長 著効・有効・梢有効・無効 無 効
hi：剤jの効果re関する所見： 痔核
痔痛 r i 排便時の出血
浮腫・腫脹
＊の欄の記載は空欄のままにして下さ＼＇。
診 ｜第 1日｜第 2日 ｜第3日 ｜第4日｜第 5日 ｜第6日1第7日
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で有意差を認め， Cの効果が優れていた． (P=O. 066 
<0.10) 
間浮腫， 腫脹lζ対しては，両群に有意な差は認め



























＋：小豆大 ( 5rnm x Srnrn）以上























有 効 無「まで ！第 までに ¥ 第6日以〔ー降） 排便時の出血 （＋＋）ー（ー〉 （＋＋）→（） （十十）→（ー） （十）→（廿）→（＋）または または または 第7日目で
（＋）→（ー〕 第5日までに （→ム）→〔ー〉
（＋）→（ 〉ー (-t）→（＋） ｜）柔た芸
一部消失，または 縮
痔 核 全 て 消 失
明らかな縮小 （朴）→（＋＋） 不 功3えて
（十件）→（＋〕， （士〕 （＋十）ー （＋〉
（件）→（土〉 （＋）ー（土〉
消 失 ’｜霊 快
l手経・腫脹
（株）→（ー〉 な軽快 (-lt十）ー（-t) 不 3叫に、
（件）→（ー ） （＋）→（〉 （朴）→（＋〉
(-lt十）→（＋〉
(j）出血lζ対する効果，両群は5%以下の危険率
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x2 =o.116<3.s41 
=X2o・05(1)
接的な効果ではないにしても，痔核の消失，或は縮少
を伴う二次的な効果の差によってSとの間IC差ができ
たものと考えられる．また， ζれがたとえ二次的な効
果であっても疹痛が本疾患において患者の最も忌避す
る症状であるので，本剤は臨床治療上意義のあるもの
と考えられる．
j手脆・腫脹Iζ対する効果についてはCの方が俊’れて
いるが， Sの効果が他の症状IC比較しでかなり高く，
症例が少なかったとともあって， CとSとの間に有意
差が認められなかった．
慨倍的な総合判定においても CとSとの聞に危険
率が5%以下で有意差が認められ，サーカネ γテンが
咋骸疾患に対して対照薬より優れている ζとが示され
言十
定検
検
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